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品井沼干拓関連施設

引用：元禄潜穴　松島町HP

松島町

河川 堰

明治22年、品井沼周辺の3郡5村は品井沼沿村
組合を設立し、品井沼の排水施設の建設に共同
で取り組むこととした。明治39年、まず鳴瀬川か
らの逆流を防止するための閘門を設置し、さらに
翌年、新排水路として、3条の隧道からなる明治
潜穴の掘削に着手した。潜穴南部の岩質が軟弱
であったため、隧道の一部区間をレンガ巻立構
造に変更するなどの工夫を重ね、ついに明治43
年12月、明治潜穴が竣工した。これにより、1300
町歩の耕地が開かれ、さらに水害除去地は840
町歩に及んだ。（文献１より引用）

宮城郡松島町

文献1：土木学会　選奨土木遺産解説シート
（http://committees.jsce.or.jp/heritage/node/63）
文献2：松島町HP
（http://www.town.matsushima.miyagi.jp/index.cfm/9,3336,50,165,html）

松島町
http://www.town.matsushima.miyagi.jp/index.cfm/9,3336,50,165,html

明治後期 明治４３年

ファン・ドールン

-

人々の干拓への熱意は冷めることなく、松島、鹿島台、大谷、粕川、大松沢の五つの村
が力を合わせようと組合を作った。 松島（幡谷）の大友伝吉、鹿島台の鎌田三之助、大
松沢の高橋仲之助らが中心となって宮城県や国に働きかけ、沼の調査をして、干拓の
計画を立てた。様々な苦労と努力の末に、工事は明治43年完成し、12月26日に松島町
幡谷の松葉山を式場として盛大に通水式が開催され、人々は大いに喜んだ。（文献2よ
り引用）


